































































 Zavadil (eds.) 2007 ） 。その後二〇〇七年に青
銅器時代から鉄器時代への移行期に焦点を当てた第三回目すなわち最終回が行われ、その報告論文集 二〇〇九年に出版された上記の文献である。この著作 はギリシア各地の遺跡に関する論文が幾つもおさめられており、当該期に関する研究を全体的にレベルアップすることに大きく寄与したと見なしてよい。　
この論文集の業績のみならず学界全体の昨今の傾向とし





























おいて、従来の伝統を打ち破る新しい視座を提供した画期的な著作である。 主張の根幹には、幾何学文様期の土器の図柄には明確な社会的メッセージが込められており、それを伝え ためにテーマが選択されて描かれたという独自 見解がある。かかる前提の上に、土器をはじめとする幾何学文様期の作品を理解するためには、誰が何のために注文し、そしてそれが何 ために制作され使用されたのか いうことを考察する必要があると強調する。またそのような図柄が描かれた土器を多数 人たちが見る機会は誕生や成人、結婚や死など通過儀礼と称すべき儀式であったと推察されることから 人生の節目に行われ ような儀式において土器などの作品が示すメッセージ まず家の中で確認され、さらにはそれ 社会全体 規範となり公的意味を帯びるようになっ 意見 展開 。　
幾つか具体例を記そう。大英博物館が所蔵する幾何学文
様期の土器に、大型船のかたわらで男性が女性 誘拐しようとしている図柄が描かれて るも がある（図１） 。従
来これは神話の一場面かまたは実際に起こった出来事かと推測されており、長年にわたってそのどちらであるかが議論されてきた。しかしラングドンは全く異なる解釈を提示する。氏によ ば男性が女性を力で支配し連れ去るという誘拐の図柄は結婚を象徴的に示唆するものであり、この土器は婚礼にかかわるものであったという。　
またティリンス（地図①）出土の土製の盾（図２）につ
いても、 新しい解釈を提案している。この遺物の表面には剣を片手にアマゾンと戦う男性が描かれている。男性 左手でアマゾンのヘルメットをつかみ、そ て右手 持つ剣を今まさに振りおろそうとしている。一方のアマゾ もやりをかまえて反撃ないしは抵抗する姿勢を示しており、緊迫した状況であることが見て取れ この図像に関しングドンは、アマゾンという女性の怪物 倒す と 少年が大人へと成長するための通過儀礼におい 重要な意味を有していた、すなわち怪物 倒した英雄として成人 社会の仲間入りを果 すことを象徴していたと指摘する。　
このような議論をとおして、ラングドンは以下のような
結論を導き出す。ポリス 立期に社会が変化する 伴 エリート階層におい は婚姻が社会的重要性を帯びるよ になった、それと同時にジェンダーによ 差異や区分も確立していった、すなわちそれ 男性の優位や支配 意味し




そして土器などの図柄はかかる社会構造に根差した理念やイデオロギーを明確化さらには正当化するものであっ 。幾何学文様期の図像表現は、成人していく過程 おいて身につけるべきそれぞれのジェンダーにふさわしい役割や特性、つまり男性には英雄的な行動規範や倫理観、そして女性に対しては結婚の重要性 示すものであった。　
このラングドンの著作は、幾何学文様期の図像分析に関










azarakis Ainian (ed.) 2011 ）
である。クルソンは在アテネアメリカ古典学研究所の所長を長らくつとめ、また初期鉄器時代 関する業績 してはメッセニアやクレタの調査や研究 知られる著名な考古学者である。おそらく の小著（
Coulson 1990 ）に







yprus and the Aegean in the E





Iacovou (ed.) 2012 ）で
ある。ギリシアに関する論考もあるが、タイトルから察せられるようにキプロスに焦点を当てたものが多い。現在ではギリシアの初期鉄器時代に関心を抱く者は 同時代のキプロスに関しても目配りをしていくことは当然 こととして求められてい と言っても過言ではない。東地中海世界の中でのギリシアとい 視座から初期鉄器時代を考えるに際して、この著作の重要性は大きいであろう。
また




 Pfyffer (eds.) 2011 ）という初期
鉄器時代の土器に関する数量分析をテーマに掲げた業績も出版された。二〇〇八年一一月 ギリシア あるスイスの研究所で開催された討論会（
Round Table ）をもとに出版
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azarakis Ainian 2011, 
Vlachou 2011 ）に関する業績が発表されたことであろう。












ケーネ時代の宗教と初期鉄器時代以降の の関係性または連続性も重要な問題の一つであり、かねてより多くの研究者が意見を発表してい 。このように かまびすしい課題に対してコスモプーロスは未発表資料の分析をも含めた慎重な検討を加えることにより、研究史上 おいてその重要性から言えばおそらく筆頭に言及されるべき良質な業績を発表した。
ミケーネ時代から初期鉄器時代にかけての宗教の連続




















Lis 2009 ） 。
　
そして同様の傾向を持つ遺跡として近年新たに注目を集
めてい のが、東ロクリスのミトゥルゥである（図４③） 。北エウボイア湾の本土側に接するように浮 ぶ小島であり、現在の大きさはわずか 三三〇（南北）×一八〇 東西）メートル、また最も高い場所でも海抜一二メートルに過ぎない。ただし後期青銅器時代 おいては今よりも海面が低かったと推測されることから 現在に比べれば島の面積は大きかった　
ミトゥルゥではその全域において遺物が確認されてお
り、島全体 遺跡と言ってよい。こ で 一九八〇年代
にアメリカの調査隊が表面踏査を、そして二〇〇四～二〇〇八年にかけてはアメリカとギリシアの合同チームが発掘調査を行った。その結果、この島は新石器時代以来の長い歴史を有する重要な遺跡である とが明らかとなった。さらに青銅器時代に関しては初期、中期 後期と通時的に使用されていたことが認められている。
本稿の関心において重要なことは、ミトゥルゥにおけ
るミケーネ文化崩壊後の後期青銅器時代ⅢＣ期から鉄器時代初期である原幾何学文様期にかけて 資料 。途切れることなく人的活動の痕跡が残されていることから 最終報告が発表されればおそ く土器の編 研究などに有益な資料となるであろう。また原幾何学文様 に入ってからは新しい建物が建立されたり、そ 以前の建造物の内部に墓が造られたりするなど、社会が変化したことがうかがわれる。さらには、原幾何学文様期の後期に関してはほね貝（
M
urex ）を使って紫色の染料が製造されてい
た痕跡が発見されており、当時の人たちの生活実態を示す稀有な事例として注目 れよう。このミトゥルゥ 調査成果の詳細 明らかにされた暁には、青銅器時代終末期から初期鉄器時代前半期における社会変化 実態をつぶさに観察できる貴重なデータにな 期待される（
Van 
de M
oortel 2007, 2009, Van de M
oortel &
 Zahou 2005, 










eill 2008, Tsokas et al. 
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ounouklas 2009 ） 。
これらの遺跡の資料を検討した上でこの地域全体の特
徴について論究していくことが肝要であると思われるが、とりわけ、なぜこの一帯からは青銅器時代終末期から初期鉄器時代 かけ 中断されることなく使用されている遺跡が多いのか、 その背景を探求していくことが求められよう。サロン湾
サロン湾は初期鉄器時代研究において、近年とみに注


























2013 ） 、とりわけ二〇〇七年 調査では後期青銅器時代の
レシェフ像がヘレニズム時代のコンテクストから出土したことで注目された（
W












cLoughlin 2011 ） 、
テノス島（
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bidou 2008-2009, Zapheiropoulou 2011, 






鉄器時代よりも前古典期が主要年代ではあるが、神殿から豪華な遺物が出土したキュトノスに関してあらため 記しておきたい。ケア島の南に浮かぶキュトノスは（地図参照） 、テッサリア大学 Ａ・マザラ ・アイニ の調査により一躍脚光を浴びるようになった島である。マザラキス・アイニアンのチームは一九九〇年代より表面踏査を開始し、島の西岸中央部に位置する古代の都市キュトノスにおいて幾つかの聖域を確認した。そ てそのうちの一つの神殿において二〇〇二年から発掘調査を開始し、前古典期を中心とする豪奢な奉納品が多数出土するという目覚ま
しい成果をあげた。金や銀、象牙製品や他地域からの搬入品など贅沢な品が豊富に発見されたことにより、今やこの島は前古典期における聖域研究において、ギリシア全域を視野に入れても、第一級の資料を提供する存在と目されるようになった。さら また本稿の対象である初期鉄器時代に関する資料も出土していることから、この時代におけるキュトノスの具体像が解明されることも期待されよう（M











Ainian 2013 ） 。それにより幾何学文様期から前古典期に
かけてのキュクラデスの聖域に関しては近年かつ な ほどの関心が喚起されていると言え 。
このように前古典期に関する研究が進展しつつあるこ
とは、当然のことながら初期鉄器時代に関するそれに 大きな影響をもたらすことは必至である。今後の調査や研究成果を括目して待ちたい。

































































2008a, 2009 ） 。
またロドスとコスにおけるフェニキア人との関係
を探求する論文も発表された（
Bourogiannis 2013 ） 。
一九六九年にコールドストリ ムがロドスにおけるフェニキア人の居住の可能性 指摘した論文を発表して以来（Coldstream
























avis et al. 2003 ） 、この地域に対する関心はかねてより
高かったと言え であろう。 だし、アテネのアゴラやカルキディケーのトロネの調査を手がけ、現在初期鉄器時代に関して最も活躍している研究者の一人と目されるＪ・Ｋ・パパドプロスが二〇〇四年以降アルバニ の内陸部において発掘調査を展開し ことにより、従来とは異なる新たな関心が呼び起された。
パパドプロスが発掘した遺跡は、アルバニアの中央か
ら見て南西方向に位置するロフケンドである。北東部 やや狭まった楕円の形をしてい なだらかなマウンド状の遺跡であるが、長年にわたる居住の痕跡が層状に堆積した中近東のテルとは異なり、ロフケンドは多数の墓が出土している塚（トゥムルス）であ 。大きさは二〇・五四×一〇・五四メー ルで比較的小ぶりと報告されているが、









orris 2007, Papadopoulos, 
Bejko &
 M







ブラは、わずか二例ではあるが、注目にあたいする（図５） 。針を留める部分が特殊な形 したアーチ状のフィブラであり、従来知られていなかった新しいタイプである。パパドプロスはこれを「ロフケンドタイプ」と命名し、他遺跡から出土した同様の遺物もあわせて報告 た。それによると北西ギリシアのリアトヴニからも「ロフケンドタイプ」が発掘されていた ただしリアトヴニ 場合は針を留める部分だけの断片的な遺物であり、さらに まりにも
特異な形状であるために、従来はそれがフィブラであるとは認識されていなかったという。このように全体的な形や用途が不明であったギリシアの遺物がロフケンドの調査により明らかになったという事実は、とりわけ北西地域に関しては、ギリシアの初期鉄器時代を論じるに際してアルバニアの資料にも意 を向けることの必要性を物語っている（Papadopoulos 2010b ） 。
ロフケンドの調査はバルカン半島の一画にあるギリシ

















an et al. 2009 ） 。この時代に関
しても、いずれはかかる分析方法が従来 は異 る新たな成果をもたらすことを期待したい。








とであり、とりわけ土器についてのそれが求められる。その理由は、文字史料がほとんど存在しないこの時代に関しては、遺構や遺物など資料の年代を判断するに際して何よりも有益な手がかりを与えてくれるものが土器であるからである。邦語の文献では、概説書に紹介され い 土器の写真のキャプションなども含めて、誤った年代 記されているものが存在する。その中には、必要最低限の基礎知識さえ疑われる事例さえ含まれている。　
そしてもう一つは、資料や研究状況を総合的かつ網羅的
に把握するということである。ただし、現在の我が国の研究状況では、初期鉄器時代に関する を掌握することは極めて困難であ こともまた事実である。ギリシア 考古学的調査に関する年報としておそらく我が国において最も知られているのは、
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二〇一六年一月二四日接続確認） 。おそらく今後はこのような傾向が徐々に広がっていくと思われ、遺跡やプロジェクトの名称で検索し み といい ろう。　
ほかに有益な情報を提供してくれるものとして想起さ
れるのが、書評サイトである。初期鉄器時代の著作が取り上げられる可能性がある信頼 足 オ ラインの書評としては、
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場面と見なされている。出典：Langdon 2008, 20, fig.1.1）
　
（出典：Langdon 2008, 57, fig.2.1）




（出典：Langdon 2008, 57, fig.2.1） 
 
図３ エレウシスのテレステリオン平面図 











（内側からメガロン B が発見さ Cosmopoulos 201 , 403, fig.1）
図４　中央ギリシア東部およびエウボイア島の遺跡
（①エラティア、②カラポディ、③ミトゥルゥ、④キュノス、⑤レフカンディ、




ア。出典：Kramer-Hajos & O’Neill 2008, 165 に加筆） 
 
図５ ロフケンド出土のフィブラ 
（出典：Papadopoulos 2010, 239） 
図５　ロフケンド出土のフィブラ
（出典：Papadopo l  20 , 2
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